
地域の会情報紙「視点」№10編集企画（案） 
 
編集基本方針 
１、武田徹氏講演は、原子力受容の歴史を辿りながら原発推進、反対を超えた思考の枠

組みを提示し、原子力という潜在的リスクを本来的に持つ技術を合意を得て着地す

べきところへ着地させることが可能かーと問うているが、「会」の活動の一環として

このような模索―思考実験的な事も行なっていることをアピールする。 
 
 ２、 住民最大の関心事―今般の新潟県中越地震と原発の関係―地震発生による発電所 
   への影響についての論点、議論の要旨を定例会意見交換を通して伝える。 
 
 
具体的編集内容 
 P－１ 表紙・タイトル、目次 
    表紙写真 

① 柏崎刈羽、西山地域における地震被害状況写真②発電所における地震対策本部、 
地震後の現場パトロールー等の組み合わせ写真 

 
 P－２ 
 P－３ 

① 第 17回定例会（勉強会） 武田徹氏講演＆質疑応答要旨（会場写真） 
     収録・掲載方法は？ 
② 国主導原子力防災訓練 地震災害復旧対応のため流れる。 
     どの程度、どの範囲で触れるか？ 
③第 18回定例会 
 発電所における新潟中越地震への対応説明＆意見交換（会議の写真） 
     東電提出資料・データの取り扱いは？ 
④ キーワード解説 
   A案 原子力発電所の耐震対策について 
   B案 「原子力長計」について 

 P－４ 
① 発電所を巡る動き 
② みんなの広場 
③ 編集後記 
④ 奥付け HP紹介 

 



 
 
   左右見開き全-６段組構成  

①第１５回定例会 
・ 原子力防災について PART－２ 
   H１６年度原子力防災訓練概要（柏崎市提供資料）告知 

     ・原子力発電所の地震対策について（※要検討―次回送りとするか） 
      ―-質疑応答・意見交換 
   ②第２回臨時会 

・ 関電美浜３号機事故経過報告（保安院、自治体説明） 
・ 柏崎刈羽原子力発電所の対応状況報告（東電説明） 
―質疑応答・意見交換 

   ③第１６回定例会 
・ 核燃料サイクル経済性資料―再処理コスト秘匿問題（資源エネルギー庁説明） 
－質疑応答・意見交換 

   ④亀田講演抄録―最下段１段組 
   ⑤キーワード解説 
     「国際原子力事象評価尺度（INES）」 

 
  
 P－４ 

① 発電所を巡る動き（東電+行政の動き） 
② 囲み記事 東海村住民組織との交流 
      －同組織が活動理念とするリスクコミニュケーション概念の説明 
③次回定例会（勉強会）武田徹氏講演会告知 PR 
④みんなの広場 投稿分２本 
⑤編集後記 
⑥奥付け HP紹介 

以上 


